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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
豊ほ
う

穣じ
ょ
う」　

【
穴
穂
土
、
綾
部
神
饌
田
う
る
ち
米
ワ
ラ
・
モ
ミ
釉
】

人ひ
と

よ
か
れ
と
思お
も

ふ
心
こ
こ
ろ

の
一ひ
と
す
ぢ筋

に

　
　
つ
く
す
誠
ま
こ
と

に
神か
み

や
ど
る
な
り

【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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愛
善
宣
教
課
長
　
西
山
桂
一
郎

天
国
的
な
雰
囲
気
を

　

10
月
４
日
〜
11
日
、
東
光
苑
芸
術
祭
【
展
示
の
部
】
が
開
催
さ
れ
、
書
画
、

絵
画
、写
真
、陶
芸
、工
芸
な
ど
が
多
数
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、10
月
９
日
、

東
光
苑
月
次
祭
後
の
【
奉
納
の
部
】
で
は
、
八
雲
琴
、
仕
舞
、
愛
善
歌
な
ど

が
奉
納
さ
れ
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
心
豊
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
能
楽
の
「
大
鼓
」
で
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

祖
母
の
影
響
で
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
習
い
始
め
た
大
鼓
。
も
と
も
と
茶
道

や
華
道
、
謡
曲
・
仕
舞
の
先
生
だ
っ
た
祖
母
か
ら
、
茶
道
や
華
道
を
習
い
、

次
第
に
大
鼓
も
加
わ
り
ま
し
た
。
祖
母
の
還
暦
で
は
、
家
族
で
お
茶
事
を
催

し
、
そ
の
合
間
に
姉
が
仕
舞
を
舞
っ
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。
祖
母
の
影
響
で
、

小
さ
い
時
か
ら
習
い
事
や
能
楽
、
茶
道
が
身
近
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

祖
母
の
願
い
で
も
あ
っ
た
「
大
本
み
ろ
く
能
」
へ
の
家
族
そ
ろ
っ
て
の
奉

納
は
、
平
成
３
年
に
実
現
し
ま
し
た
。
曲
目
は
舞
囃
子
「
花
月
」。
お
稽
古

は
約
１
年
が
か
り
で
し
た
。
ほ
ぼ
毎
日
、
学
業
が
終
わ
っ
た
夜
に
、
家
族
が

集
ま
り
、
稽
古
を
す
る
そ
の
雰
囲
気
が
と
て
も
心
地
よ
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
も
お
稽
古
の
時
の
張
り
詰
め
た
何
と
も
言
え
な
い
雰
囲
気
が
と
て
も

気
持
ち
よ
く
、
天
国
的
な
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

三
代
教
主
さ
ま
の
ご
教
示
に
、「
人
生
に
は
、“
遊
び
”と
い
う
も
の
が
な
け

れ
ば
、ほ
ん
と
う
は
、
さ
み
し
い
も
の
で
し
ょ
う
。
け
っ
き
ょ
く
、人
生
を
楽

し
む
境
地
に
は
い
り
え
た
時
に
、
ほ
ん
と
う
の
仕
合
わ
せ
が
訪
れ
て
く
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
働
く
人
々
に
と
っ
て
は
娯ご

楽ら
く

も
必
要
で
し
ょ
う
が
、
ほ
ん

と
う
の
遊
び
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
私
は
考
え
ま
す
。
遊
び
と
い
う
も
の
は
、

遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
道
を
お
そ
わ
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

能
楽
、
茶
道
、
短
歌
、
絵
画
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
習
い
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
親
し
み
や
す
い
も
の
が
何
か
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、そ
の
“
何

か
”
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
楽
し
く
、
そ
し
て
天

国
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



　

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭
は
、
10

月
９
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
石
井
宣

江
直
心
会
関
東
教
区
直
心
会
常
任
委
員
の
も
と

執
行
さ
れ
、
１
８
５
人
が
参
拝
し
た
。

　

祭
員
は
関
東
教
区
直
心
会
員
が
、
伶
人
は
二

絃
の
会
関
東
支
部
が
、『
大
本
神
諭
拝
読
』
を

木
村
扶
美
子
直
心
会
千
葉
主
会
連
合
会
長
が
担

当
し
た
。
東
光
庵
で
は
神
奈
川
主
会
に
よ
る
添

釜
が
掛
け
ら
れ
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。

月
次
祭
に
直
心
会
が
祭
員
奉
仕

  

1212
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　　
1111
日
（
日
（
日日
））  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜  

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

　　
1616
日
（
金
）

日
（
金
）  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
６
年
）

開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
６
年
）

　　
1919
日
（
月
）

日
（
月
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

		

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

				
				

講
題
講
題				

一
つ
の
言
葉
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

一
つ
の
言
葉
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

							
							

　　
〜
Ｅ
Ｐ
Ａ
創
立
１
０
０
年
に
向
け
て
〜

〜
Ｅ
Ｐ
Ａ
創
立
１
０
０
年
に
向
け
て
〜

				
				

講
師
講
師				

木
村
且
哉

木
村
且
哉
（
国
際
愛
善
宣
教
課
長
）

（
国
際
愛
善
宣
教
課
長
）

　　
2525
日
（
日
（
日日
））  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

出
口
日
出
麿
尊
師
毎
年
祭
（

出
口
日
出
麿
尊
師
毎
年
祭
（
3131
年
）
年
）　　
　　

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
1212 ⺼⺼ 1919 日（月）日（月）19:00 〜19:00 〜

　　講師：木村且哉講師：木村且哉（国際愛善宣教課長）（国際愛善宣教課長）

一つの言葉エスペラント一つの言葉エスペラント
〜〜EPAEPA創立 100年に向けて〜創立 100年に向けて〜

サルートン、こんにちは。エスペラントは、ポーラ

ンドの医師ザメンホフ博士が、言葉の違う民族が

互いを理解しあい仲良く暮らすための道具として

1887 年に発表しました。大本は 1923（大正 12）年

に出口王仁三郎によってエスペラントを採用。エスペラント研

究会、現在のエスペラント普及会（EPA）が創立されました。来年、

創立 100 年を迎える EPA の歴史と展望についてお話しします。

配信は「大本東京本部ホームページ」をご覧ください！配信は「大本東京本部ホームページ」をご覧ください！

東
光
苑
芸
術
祭
を
開
催

　

東
光
苑
芸
術
祭
は
、
10
月
４
日
か
ら
11
日
ま

で
の
一
週
間
、大
本
東
京
本
部
を
会
場
に
開
催
。

信
徒
有
志
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露
し
た
。

　
「
展
示
の
部
」
は
２
階
講
座
室
を
会
場
に
、

書
や
絵
画
、
写
真
、
工
芸
、
手
芸
な
ど
約
50
点

の
作
品
が
展
示
。
短
歌
で
は
、
宮
城
分
苑
「
宮

城
野
萩
」、茨
城
主
会
「
常
陸
の
国
」「
東
光
苑
」

の
各
短
歌
会
な
ど
か
ら
投
稿
さ
れ
た
47
首
が
掲

示
さ
れ
た
。
ま
た
「
奉
納
の
部
」
で
は
、
９
日

の
東
光
苑
月
次
祭
後
、
能
舞
台
で
、
八
雲
琴
、

仕
舞
、
連
吟
、
愛
善
歌
『
基
本
宣
伝
歌
』（
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
）
な
ど
が
奉
納
さ
れ
た
。

東光苑東光苑　　七七　　五五　　三三　　詣り詣り
〜お子様、お孫様の成長に感謝を願い〜〜お子様、お孫様の成長に感謝を願い〜

東
光
苑
大
道
場
修
行
を
開
講

　　東京本部・東光苑のご神前で、健やかな成長の感謝と今東京本部・東光苑のご神前で、健やかな成長の感謝と今
後の無病息災を、ご祈願されませんか。後の無病息災を、ご祈願されませんか。
　　七五三詣りは、日本の年中行事の一つで３歳、５歳、７七五三詣りは、日本の年中行事の一つで３歳、５歳、７
歳を迎えるお子様が、11 月 15 日前後に、祝詞奏上によ歳を迎えるお子様が、11 月 15 日前後に、祝詞奏上によ
るご祈願とお祓いを受ける行事です。るご祈願とお祓いを受ける行事です。
　大本での七五三詣りの祭典は、　大本での七五三詣りの祭典は、11 月 13 日（日）の東11 月 13 日（日）の東
光苑秋季大祭に合わせて行われます。光苑秋季大祭に合わせて行われます。また、個人でのご参また、個人でのご参
拝も、曜日を問わず受け付けております。別室での着付け、拝も、曜日を問わず受け付けております。別室での着付け、
記念撮影も可能です。詳しくは、下記、東京宣教センター記念撮影も可能です。詳しくは、下記、東京宣教センター
祭務課へお問い合わせください。祭務課へお問い合わせください。

　　大本東京宣教センター：Tel 03-3821-3701（代表）大本東京宣教センター：Tel 03-3821-3701（代表）

　祭典内容：七五三詣祝詞奏上、玉串捧奠、等　祭典内容：七五三詣祝詞奏上、玉串捧奠、等
　ご下付品：千歳飴、お菓子　ご下付品：千歳飴、お菓子
　御玉串料：５，０００円以上　御玉串料：５，０００円以上

　東光苑大道場修行は 9月 24・
25 日（前半）と 10 月１・2日
（後半）の 2回に分けて開催。受
講者 18人。講座では、聖地・天
恩郷における３日目までの８つ
の講座を受講した。この後、天
恩郷・梅松苑での講座を受講す
ると、修行の全日程を修了する。


